
平成24年度

PPP実践講座 募集要項

期間 平成２４年１０月～平成２５年２月まで

会場 福岡市内

背景と目的

講座の内容

講座の進め方

募集期間 募集人数

募集対象 受講料

平成２４年９月１０日～平成２４年９月３０日
（定員になりしだい、受付を終了します。）

３０名程度

１５７，５００円（1人全５回、消費税込）PPP事業への参画に関心のある民間企業の社員

＜参加お申し込み＞
裏面の「参加申込書」に必要事項をご記入の上、㈱産学連携機構九州PPP実践講座事務局にFAXでお申し込みください。
※本講座ではPPP事業への参画を目指す企業の支援を目的としており、講座の趣旨に合致しないお申し込みの場合には、受講をお断
　 りする場合があります。

わが国の公共施設は、高度成長期に整備されたものが多く、まもなく一斉に耐用年数を超え
更新時期を迎えることになります。しかし国や地方自治体においては、税収の伸びは期待でき
ない一方で、少子高齢化の進行に伴う社会保障費が急増するなど、公共施設整備に必要な
財源の確保が極めて厳しい状況にあります。

そこで、注目されているのが、公共事業に民間企業の経営ノウハウや技術力、
資金を最大限に活かしていくPPP（Public/Private/Partnership）と言われる手法です。
　
しかし、現状では、特に地場企業にとっては、PPPの実績が少なくノウハウ
が乏しいため、なかなかPPP事業への参画に至っていません。
この講座では、企画提案書の作成など実践的な講義・演習等を行い、
地場企業のPPP事業への参画を支援していきます。

実践的な能力養成のための、PPP専門家による講座運営

業種を超えたグループを形成し、模擬的コンソーシアムとして、企画提案書作成に向けた共
同作業を実施

グループで作成した企画提案書のプレゼンテーションを行い、公開審査による評価を予定
（第５回講座終了後）

　

全５回の講座で(1回約3時間)、PPPに関する知識・ノウハウを段階的に習得します！

公共施設整備のあり方がPPPによって変わろうとしています！

第１回
(10月下旬)

■企画提案書の作成手順
（企画提案書の全体像、注力のポイントなどを解説）

第２回
(11月上旬)

■事業収支の分析及び評価手法
（事業収支を分析し、事業性を検証する演習を実施）

第３回
(11月下旬)

■リスクの管理・分担方法
（想定されるリスクを抽出・分析し、リスク管理方法を検討する演習を実施）

第４回
(12月上旬)

■要求水準とモニタリングの解読方法
（行政からの要求水準に対する提案内容を検討する演習を実施）

第５回
(1月中旬)

■簡易企画提案書の作成
（これまでの講座で作成した資料を基に企画提案書を作成）

グループワークによる情報や意見の交換、演習を通して体験的に知識を深めていきます！

産学連携機構九州主催



※参加申込に関する連絡先

※本申込書にご記入いただきました個人情報につきましては、講座の運営以外の目的には利用いたしません。

企業・団体名

参加者名（１）

参加者名（２）

役職名

役職名

業種

役職名

役職名

氏名 役職名

FAX

E-mail

参加者名（３）

参加者名（４）

電話番号

産学連携機構九州　PPP実践講座事務局（産学連携機構九州総務部内）

（お問い合わせ）

PPP実践講座

参加申込書

FAX 092-642-4365
参加申し込み（FAXでお申し込みください。）

TEL：０９２－６４３－９４６７（電話受付時間：平日午前9時〜午後5時）

参加申込書受領後、上記E-mailアドレスへ申し込み確認のメールが３営業日以内に送信されます。
（３営業日を経過してもメールが送信されない場合はお手数ですが再度ご連絡ください。）


